
た「チュティール村の幼稚園」の 1 日
をお伝えします。

村の幼稚園ができるまで
プノンペンから車で 1 時間ほど離れ

たカンダール州チュティール村は、砂糖
ヤシの木が生い茂るのどかな農村です。
村人の多くが農業や縫製工場で働き生計
を立てていますが、1 日の収入が 1 ドル
以下という家庭も珍しくなく、貧しい生
活をしています。子どもの数が多いチュ
ティール村ですが幼稚園はなく、小学校
は村から 3㎞ほど離れています。そのた
め、昼間、6 歳以下の子どもたちは隣家
に預けられたり、近所で遊んだりして過
ごしています。チュティール村の隣村で
は、目が悪いお年寄りに預けられていた
兄弟が池に落ちて亡くなるという悲しい
事件がありました。「子どもたちが安全
に過ごせる場所が欲しい、子どもたちに
教育を受けさせたい」との村人の願いを
受け、村の幼稚園が誕生しました。

村の幼稚園の一日
村の幼稚園には現在 22 人の子どもた

ちが通っています。子どもたちはみんな
仲が良く、毎日のびのびと過ごしていま
す。「子どもたちを教えるのがとても楽
しい」と言う保育者のソック・ピン先生
は厳しい先生ですが、子どもたちに慕わ
れています。

村の幼稚園の一日は朝 7 時に始まり
ます。登園した子どもたちは、カンボジ
ア国歌「コールップトンチアット」を歌
い、体操をしてから教室に入ります。教
室では礼儀作法や文字・数を学びます。
おやつの時間になると、子どもたちは進
んで手を洗い、列を作っておやつを受け
取ります。子どもたちはこの時も、合掌
してお礼を言うことを忘れません。そし
て 10 時の帰りの会までお絵かきやなぞ
なぞをして楽しい時間を過ごします。

子どもたちにとって、幼稚園は勉強だ
けでなく、友だちとの関わり方や衛生習
慣を学ぶ場所でもあります。幼稚園に通
うようになり、子どもたちは積極的に手
洗いをし、トイレも正しく使えるように

なりました。幼稚園で手洗いの大切さを
覚えた子どもは、家でも家族に「ちゃん
と手を洗ってください」と伝えているそ
うです。ある道徳の時間には、先生が子
どもたちに「お友だちと遊んでいる時、
お友だちを押して転ばせてしまいまし
た。あなたはどうしますか」と尋ねまし
た。すると、子どもたちは口をそろえて

「そのお友だちを起こして、ごめんなさ
いと謝ります」と答えました。当たり前
のことのようですが、幼稚園で集団生活
を経験して初めて、子どもたちは友だち
を大切にすることを学びます。村の子ど
もたちは、毎日たくさんの「初めて」を
積み重ねて成長しています。
村の幼稚園ができてから、子どもたちの
衛生状態や態度が変わったと地域評議会
のトゥーイ・アートさんは言います。「子
どもたちは大人に会うと、礼儀正しく挨
拶ができるようになりました。また、汚
れた服を着ている子どもも少なくなりま
した。子どもたちが幼稚園で元気に遊び、
真剣に学ぶ姿に、保護者だけでなく村人
全員が喜んでいます。」

生まれて初めて受けた手洗い指導に、子どもたちの笑顔がはじけました（チュティール村の幼稚園）
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現在、CYK ／ CYR は村の幼稚園 9 ヶ
所の運営支援を行い、村の人々に協力を
呼びかけ、村人による自主運営に向けて
取り組んでいます。2014 年度に開園し
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○宮城県多賀城市「おおぞら保育
園」　園長：黒川恵子先生

地震の発生と避難
子供たちは午睡中、職員たちは連絡

帳を書いていた時、激しい揺れが園舎
を襲いました。すぐにベビーカーを保
育室の中央に集めて子供たちを乗せ、
配達に来た郵便局の人にベビーカーを
一緒に押さえてもらい、2 歳以上の子
供たちには布団を被せて、地震が収ま
るのを待ちました。

避難をする途中、高台にある多賀城
市文化センターに避難する人の行列を
前にして、列を横切って小学校に行く
か、それとも行列に混ざり文化セン
ターに行くかで迷いました。しかし、
前日に「災害の際は多賀城八幡小学校
に避難します」とお知らせしていた通
り、雪が降る中、トトロの「さんぽ」
を歌いながら川沿いの道を歩き続けま
した。

避難先の小学校では子供たちは静か
に保育者の声掛けに従い、ぐずること
もありませんでした。それほどショッ
クが大きかったのだろうと今更ながら
に可哀想に思いますが、同時に「良く
辛抱したなぁ」と子供たちを褒めてあ
げたい気持ちでいっぱいです。

トレーラーハウスでの保育
保育を続けるため、2011 年 4 月か

ら市内の借家を探しましたがいい物件

指し、職員が研修会に参加できる環境
も整えたいと考えています。しかし、
費用面と人員不足により、現在はその
機会も限られています。

私たちの仕事は、これからの日本を
支える大切な子供たちを保護者や地域
の皆様と一緒に見守り育てる仕事で
す。そのため、保育者自身の魂の向上
を心がけ、豊かな人間力と愛が育つ環
境作りをしたいと考えています。今後
は近くのデｨケアセンターに通うお年
寄りとの交流など、人との関わりも楽
しみたいと計画しています。

東日本大震災にはとても言いがた
い、悲しい思いがありますが、全国の
皆様からの暖かいご支援と励ましの真
心を頂きましたことに、この場をお借
りして心より感謝申し上げます。

○福島県飯舘村「やまゆり保育所」　
所長：中井田多美子先生

震災発生 10 日後に再開した保育所
福島県飯舘村にある唯一の保育所

「やまゆり保育所」は、0 歳から 3 歳
までの子どもたち 53 名を預かり、職
員が毎日一生懸命、心を込めて保育に
取り組んでいました。いつもと変わら
ない 3 月 11 日の午後、あの恐ろしい
地震、そして思いもよらない原発事故
が起こり、飯舘村を離れて避難生活を
余儀なくされました。今振り返ってみ
ると、その時は「放射能のマイクロ
シーベルトって何？」「どれ位の値が
安全なの？」「何が危険なの？」など

恥ずかしながら、放射能や原発につ
いての知識がありませんでした。し
かし、「保育所はいつ始めてくれます
か？」という保護者から多くの問い合
わせがあり、早く再開しなければとい
う一心で原発事故から 10 日目に保育
を再開しました。そして、その 1 ヶ
月後には避難指示により隣町にある空
き施設をお借りして保育を継続、現在
に至っています。

　
やまゆり保育所のいま

この先の不安を常に持ちながらも、
飯舘村長 ( 当保育所の理事長 ) の「一
人でも村の子どもを保育所に預けたい
という方がいる限り、保育所を続けて
行こう」という言葉に背中を押され
て、頑張ることができています。一方
で、「いつまでこの原発事故の被害者
というレッテルを背負って生活をしな
ければならないのだろうか」と自問自
答の日々を過ごしていました。また、
子どもたちは、豊かな自然に触れるこ
とで「五感を養える時期」なのに、虫
や植物に直接触れることすらできない
という状況に、どうすれば良いのだ
ろうと途方に暮れたこともありまし
た。しかし、いつまでも後ろ向きでは
いられません。最近は、「自然いっぱ
いの美しい村に戻ることが困難だとし
ても、“ 人間としての生き方まで汚染

されるなんて嫌だ ”」、そして「今お
かれている環境で私たちができる最大
限・最良の保育をしたい」との思いか
ら、安全な土を買い、植物や野菜を栽
培し、できる限りの自然を体験させて
あげようと努めています。職員の数は
震災前の 3 分の 1 に減り、預かるこ
とができる子どもの数も限られてしま
いますが、前向きに、そして全力で保
育に取り組もうと頑張っています。

これから
この 4 年間を振り返ってみると、

大変なことも多くありましたが、その
反面、この事故から経験できたこと
や、支えてくれた沢山の方々にも出逢
えたことなど、良いこともありまし
た。これからは、帰村となった場合、
やまゆり保育所がどうあるべきかを、
関係機関と連携を取り合い、真剣に向
き合う必要があります。子どもたちは
将来の飯舘村を守ってくれる大切な宝
です…その子どもたちと保護者のため
に、全力を尽くして保育に取り組みた
いと思っています。またいつか村に戻
れた時「やまゆり保育所に子どもを預
けたい！」と思っていただけるよう、
子どもたち一人ひとりを大切にした保
育を続けていきたいと思います。

おおぞら保育園・やまゆり保育所のこれから2

が見つからず、年末になってトレー
ラーハウスの購入を決めました。子ど
もたちは初めて見るトレーラーハウス
に興味津々で「狭いながらも楽しい我
が家」といった様子でしたが、ハサミ
遊びをするときには、いつも以上に保
育者の配慮が必要でした。石ころだら
けの園庭で最初はよろよろと歩いてい
た子が、いつの間にか平気で走り回る
のを見た時には驚きました。今になっ
てみると、かえって体幹を鍛える機会
になったのかな？と職員間で話してい
ます。園の前を通る他の幼稚園バスに
手を振ったり、小学校のお姉さん達が
学校帰りに遊んでくれたりと、近隣の
皆様にとても可愛がってもらえまし
た。ただ、狭い中で 19 名の子供たち
が午睡をしていたため、泣きだす子や
寝ない子がいる時には、職員が交代で
おんぶしたり、ベビーカーに乗せて園
庭や近くの公園に行ったりと汗だくで
対応した日々も昨日のことのように思
い出します。それでも、トレーラーハ
ウスは、職員だけでなく全ての保護者
が子供たち全員の成長を感じられる、
温かい保育室のような空間でした。

新しい園舎への引越し
手作り給食を子供たちに食べさせ

たい、小規模保育を実施したいとの

思いから、園舎探しを再開しました
が、この時も物件探しは難航しまし
た。2014 年 6 月、私の通勤路沿いで
クロスの張替工事をする一軒家を見つ
け、9 月からの賃貸の了解を頂いた時
は天にも昇る思いでした。引越し後の
園舎では、子供たちは探検するように
あっちをキョロキョロ、こっちをキョ
ロキョロ。しばらくは落ち着かない様
子でした。職員は大きいクラスと小さ
いクラスに分けて年齢に適した保育が
できるようになり、保育士として今ま
でできなかった事が出来る喜びに溢れ
ています。

震災から 4 年が過ぎ、この 4 月よ
り市認可の小規模保育施設となりまし
た。保護者の方にとって保育料の負担
も少なく、安心して預けられる保育園
となり、職員の待遇面や仕事のしやす
さも改善しました。また、手作り給食
も好評で、保護者の方々は給食を見て

「家でも作りたい、美味しそう」と、
管理栄養士の作る献立に満足して頂い
ています。保護者の方々と子供たちの
笑顔が、明日の保育への意欲に繋がっ
ているように思います。

これから
今後は、子供の心を育てる保育の実

践と保護者の方に選ばれる保育園を目

左２枚 : 太陽を浴びて、風の音を聞いて、土の香を感じて…子どもたちは自然の中でのびのびと育っています　
右 : 安心、安全な食材で作られたおいしい給食は、子どもたちの元気の源です（おおぞら保育園）

子どもたちの気もちに寄り添った温かい保育所
で、子どもたちは元気に過ごしています（やまゆ
り保育所）

色づき始めた苺に興味津々な子どもたち。自然に触れて、子どもたちの好奇心が育ちます（やまゆり保育所）

2011 年 3 月 11 日に発生した東日
本大震災から 4 年が経過しました。

CYR はこの 4 年間、会員・支援者
の皆様のご協力を得て、福島県と宮城
県での支援活動を行ってきました。震
災発生直後より、子どもたちの保育を
続けてきた 2 つの保育施設の「これ
までとこれから」をお伝えします。
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夏季休業のお知らせ
2015 年 8 月 12 日 ( 水 ) ～ 16 日 ( 日 ) の間、夏季休業とさせていた
だきます。8 月 17 日より、通常業務を再開いたします。

カレンダー発売のお知らせ
2016 年カレンダーの製作・販売が決定しました。
現在、写真家・高橋智史さんが、カンボジアの子どもたちの様子を
撮影してくださっています。
9 月上旬より発売予定ですので、ぜひお買い求めください。

ニュースレターの発行回数の変更
ニュースレターの発行回数が変更になり、年 3 回（7 月、11 月、3 月
発行）になります。
今後は、年 3 回発行するニュースレターに加え、当会ホームページ
やフェイスブックでもカンボジアの様子をお伝えします。

CYK ／ CYR が発足してから 35 年、
カンボジアで保育所を開いてから 24 年
が経ち、これまで多くの卒園生が保育
所を巣立っていきました。保育所で元
気に遊び、学んでいた子どもたちは、
どうしているのでしょうか。卒園児の

「今」をお知らせします。
今回、ご紹介する卒園生は、1998 年

にバンキアン保育所を卒業したソック・
チャナボットさん（24 歳）です。

バンキアン保育所での思い出と、卒
園後の進路を教えてください

保育所ではお絵描き、ぬり絵の時間
が楽しかったです。子どもの頃は本を
読むのも好きでした。保育所での経験
はとても役立ちました。小学校の入学
前から文字を知っていたので他の人よ
り勉強が楽でした。それに、保育所で
すでに友だちができていたこと、集団
生活に慣れていたことはとても良かっ
たです。

卒園後はバンキアン小・中学校、プ
レークスレン高校に進学しました。そ
の後、2012 年から 2 年間奨学金をも
らって、プノンペンの Tayama College
で日本語を学びました。仕事は日本語
の翻訳とウエイターをしていましたが、
ウエイターの仕事は最近辞めてしまい
ました。

日本語を勉強しようと思ったきっか
けは何ですか？

日本人と働きたい、日本へ行ってみ
たいと思ったことがきっかけです。実
は、最初はあまり日本語自体に興味は
ありませんでした。でも、勉強するに
つれてどんどん面白くなりました。今
は学校に通ってないので、日本語は独
学です。日本人の友達とフェイスブッ
クや LINE( 無料通話アプリ ) でチャッ
トをして、教えてもらいながら学んで
います。

Tayama College での生活はどのよ
うなものでしたか？

学校では日本語だけでなく、日本の
習慣やビジネスマナーも学びました。
例えば「たった 2 分でも遅刻してはい
けない」などです。皆勤賞をもらうた
めに、風邪をひいても授業に行ってい
ましたね。そして、修了時には皆勤賞
をもらうことができました。

将来の目標を教えてください
いつか日本に行ってみたいです。そ

して、日本に行ってボランティアもし
たいです。将来は、日本語の先生やガ
イドとして働けたらいいなと思います。
そのために今、一生懸命勉強していま
す。また、将来子どもができたら、ぜ
ひ保育所に行かせたいとも考えていま

す。その方が自分も仕事に集中できる
し、子どもも勉強できますからね。

お母さんであり、長年バンキアン保育
所で働いているソー・マライ先生より

私は二人の息子を学校へ送るのにと
ても苦労しました。大学はプノンペン
なので、私の給料では足りず、CYK や
親戚にお金を借りました。息子には納
得がいくまで勉強を続けてほしいです。
そして、良い仕事に就いて、家族の生
活も支えてくれたら嬉しいですね。　

息子たちはよく勉強して、勉強を続
けるためにアルバイトもしています。
それは多分、小さい時から楽しいこと、
好きなことをして勉強できたからで
しょうね。息子たちがとても良い子に
育っていることが、私の誇りです。

今後は日本語を活かして仕事をし
たいというソックさん、実はインタ
ビューの 2 日前に日系企業での面接を
終えたところだったようです。将来の
目標が達成できるといいですね。

卒園児の「今」3

チャナボットさん（右）と、お母さんのソー・
マライ先生（左）


